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イギリスにおける GCSE試験制度の成立過程に関する一考察

飯田直弘

はじめに

1986年、イギリス 1ではそれまであった GCE-0レベル (GeneralCertificate of Education 

Ordinary・ level)試験と CSE(Certificate of Secondary Education)試験という二つの 16歳

時試験が統一され、 GCSE試験が導入された。

CSE試験は中等学校の 3分岐システムにおけるモダン・スクールの生徒を対象とした試験で

あり、 GCE試験はグラマー・スクールの生徒を対象としていた。 1965年以降、総合制中等学

校 (comprehensiveschool)が普及していく中で、 GCE試験と CSE試験は総合制中等学校内

において並存することになる。その後、試験制度改革案が出され、現在の 16歳試験である GCSE

試験が導入される。

本研究は、 GCE・Oレベル試験、 CSE試験、 GCSE試験の成立過程を明らかにし、 16歳試験

制度の発展の過程について、試験の内容や方法、社会的役割などの点でどのように変化してき

たのを明らかにする。

1. GCE-0レベル試験制度

(1)『ノーウッド報告』における 3分岐システムと中等教育試験制度改革の提案

1941年、中等学校試験審議会 (SecondarySchool Examinations Council、以下 SSEC)内

に同審議会会長ノーウッド (C.Norwood)を委員長としてノーウッド委員会が設置された。ノ

ーウッド委員会は、 1943年に『中等学校におけるカリキュラムと試験』 (Curriculumand 

Examinations in Secondary Schools、以下『ノーウッド報告』とする）という表題の報告書を

提出した。この報告書は「中等学校を全ての者に」 (SecondaryEducation for all)の理念を実

現すべく、戦後の新しい中等学校体制としてグラマー・スクール、テクニカル・スクール、モ

ダン・スクールから構成される 3分岐システム (tripartitesystem) を提案し、その中での試

験制度のあり方の基本構造を示すものである2。

『ノーウッド報告』においては、中等教育段階における興味や適性、心的特性に即したカリ

キュラムの形成が目指された3。すなわち、中等教育段階における生徒は、①、「学習それ自体

に興味をもち、論述の主旨を把握したり関連しあう論証を理解したりすることができる生徒」4、

②「特に応用科学・技術の分野に関心と能力をもつ生徒」 5、③「抽象概念よりは具体的事柄を
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より容易に扱うことができる」 6生徒に分類することができ7、それぞれの心的特性に適応する

カリキュラムに対応する学校として、①グラマー・スクール、②テクニカル・スクール、③モ

ダン・スクールの 3タイプの学校が提案されている8。中等学校に進学する生徒は、 11歳時の

イレブン・プラス試験によって、上記の 3つの中等学校に選別された。

以上のように、新しい中等学校のタイプが『ノーウッド報告』によって提案されたが、さら

に同報告は、中等学校試験制度改革案について提案している。

後述する GCE試験が導入される以前、イギリスには SchoolCertificate試験が存在した。こ

の試験は 1917年に導入され、戦前のグラマー・スクールを対象としていた。元来この試験は、

①「中等教育における一般教育の『修了』証明」、②「大学・専門職団体等へのための準備教育

としての中等教育の『修了』証明」という、 2つの「修了」認定の機能をもっていたが9、次第

に後者の機能に重点が置かれるようになっていった10。

このような状況が招いたのは、「一方において大学入学資格要件が試験要目 (syllabus)をと

おしてもたらす履修科目の限定とカリキュラムの画ー化であり、他方において資格要件への適

応や高い水準での合格のための準備からもたらされる生徒達の心身への過度の負担と緊張であ

った」 11。

以上のような状況の中で、中等学校試験に関する抜本的改革を含む長期的政策を策定するた

めの委員会を設けることが提案され、ノーウッド委員会が発足し、カリキュラムを拘束し教職

の自由を制限する従来の校外試験に代わって、学校の教師自身によってシラバスと試験問題が

設定される校内試験を実施することが提案された12。さらに、このような校内試験の結果は、

生徒の学校生活における諸活動の記録とともに修了証化されることから 13、前述した School

Certificateにおける大学入学資格や就職資格としての選別的機能をその中心にするのではな

く、中等教育における一般教育の「修了」証明をその中心機能とするものであると言える。

(2) GCE試験制度の成立とその後の展開

『ノーウッド報告』の公表後、同報告の試験制度改革案に対する批判が大学、グラマー・ス

クール、外部試験実施団体等の関係者によってなされた。こうした状況の中、教育省は 1946

年 5月、中等学校試験制度改革に関して、その実現可能性について検討することを SSECに諮

問した。 SSECの答申は 1947年8月に『中等学校における試験 (Examinationsin Secondary 

Schools)』（以下、委員長の名に従い『ホームズ報告』とする。）として公表された。

『ホームズ報告』は、生徒の学習活動を促進するための定期的な校内試験の実施とその結果

を含む学校報告 (schoolreport)の付与について提案する一方で14、16歳時の外部試験 (GCE

試験）についても提案している。その理由として、奨学金取得のための競争試験、大学入学や

専門職就職を目指す者のための資格試験が必要であるとされた15。

以上のような校外試験 (GCE試験）として、 3つのレベル (Oレベル、 Aレベル、 Sレベル）

の試験が提案されており、 16歳試験である GCE・Oレベルについては、 16歳までの幅広い一

般的な中等教育を受けてきた生徒に対する 16科目別試験 (subjectexamination) 17であり、そ

の合格は従来の SchoolCertificate試験の優良 (credit) に相当するとされた。
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その後教育省は、 SSCEの校外試験に関する提案内容をほぼ全面的に受け入れ18、1948年の

通達 168によって GCE試験制度の導入を決定した。その結果、同試験は 1951年から実施さ

れることとなった。

以上のような流れで 1951年から GCE・Oレベル試験は実施に至り、「Oレベルを含む GCE

に関連させて大学入学と専門的職業就職のための資格要件が定められ」たこともあり、 GCE・O

レベル試験は中等学校に定着していった19。

このように新しく導入された GCE・Oレベル試験は、グラマー・スクールの生徒にとっては、

以前のスクール・サーティフィケートと変わらない試験であったが、第 4学年 15歳までのコ

ースが主であるモダン・スクールの生徒にとっては、当初の 16歳という受験年齢によって受

験が困難であった20。

しかし、モダン・スクールの生徒は以上の困難にも関わらず、グラマー・スクールと同じ資

格を得ることによってその「威信」を得ることを求めた。その結果、モダン・スクールにおけ

る生徒の GCE・Oレベルの受験者数は増加することになった。この傾向は、 GCE試験団体とし

てAEB(Associated Examining Board)が 1955年から GCE試験を実施したことや、モダン・

スクール第 5学年に GCE試験準備コースとして拡張コース (extendedcourse)が設置された

ことによってさらに促進された。このような GCE・Oレベル試験を受験するモダン・スクール

の生徒の増加は、後述する CSE試験の尊入に影響を与えた。

(3) GCE-0レベル試験の概要

①対象とする年齢、能力範囲

16歳の生徒を対象とし21、「基本的には義務教育年限22をこえて在学し，大学または専門的職

業に進む者のために用意された校外試験」 23であり、対象とする生徒の能力範囲は同一年齢層

中の能力上位 20,..._,25％とされていた24。つまりグラマー・スクールやパブリック・スクールの

生徒を対象にしていたのである25。

②試験科目、評価方法、成績判定

試験科目に関しては、古典語、現代外国語、国語、歴史、地理、数学、物理、化学のような

アカデミックな科目だけでなく、木材加工、金属加工、手芸のような実際的な科目も含まれて

いる。このように、グラマー・スクール向けのアカデミック科目だけでなく、モダン・スクール

（テクニカル・スクール）向けの実際的な科目も設置された理由として、本来は大学入学資格で

あった GCEがそれ以外の教育機関への入学や就職の要件となってきたため、大学入学者の選

抜のための試験内容、シラバスを設定するだけでは新たな必要性を満・たせなくなったからであ

る26。しかし、このように試験科目が多様化されたとしても、それは大学入学資格としての水

準の維持を前提としている27。

評価方法に関しては、「概して筆記中心の学力試験となっている」が、外国語などは口述試験

が、技術関係の科目では実技試験なども併用されており 28、また継続的評価を行う方法もある29。

GCE試験の成績判定に関しては、当初は、 0レベルでは 1から 6までのグレードが合格、 7

~9グレードが不合格となっていたが、その後 1974年 4月になって教育科学大臣はスクール
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ズ・カウンシル30の勧告を受け入れ、 1975年より 0レベルの科目成績はグレード A、B、C、

D、Eとして公表されるようになった。そのうち、グレード A、B、Cは従来の合格水準に相当

するものである31。

③試験団体

全国で 8つの試験団体によって実施され、合格した各科目について証書 (certificate)が授

与される。ウェールズの試験団体を除いて、受験者は自分の居住している地域や通学する学校

の所属地域とは無関係にどの試験団体の実施する試験でも自由に受験できる。

また、「GCE試験団体の管理機関は過半数が大学関係者で占められ，またそこに含められる

学校教員もイギリスにおけるいわゆる伝統的教育部門 (educationalestablishment)関係者を

主体として」おり、「全体として大学主導の下に」試験が実施されていた32。

④試験方式

GCEの試験方式には後述する CSE試験と同じく、モード I、モード II、モードIIIの3方式

がある。各モードの特徴ついては以下の表 l・lのとおりである。

表 1-1 GCEの試験方式

シラバスおよび評価
評価の実施主体

グレードの聰定主

方法の決定主体 体

モード I 試験団体
試験団体の任命す

試験団体
る試験官

モード II 学校または学校群
試験団体の任命す

試験団体
る試験官

モード皿 学校または学校群 学校または学校群 試験団体

（出典：山村、 1984年、 160頁。）

このように、試験方式として 3つのモードが存在したが、 GCE-0レベル試験における試験

方式はほとんどがモード Iによるものであった33。モードmの採用が少ない理由として、①水
準維持のための技術的・財政的問題が存在したこと34や、②大学入学資格要件としての伝統的

な権威を維持してきた試験団体が学校内部の試験（モード皿）の採用に対して消極的であった

こと35が挙げられる。

2. CSE試験制度

(1) CSE試験制度の成立過程

GCE-0レベル試験については、前述したように、アカデミックな科目だけでなく実際的な

科目も設置されていた。しかし、 GCE試験は「もともと大学入学資格試験であって、アカデミ

ックな能力を評価するには遮しているが、実際的な知識や技量を評価するには適していないう

らみがあった」 36。このようなアカデミック偏重の傾向に対峙する形で改革が志向され、 CSE
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試験制度が導入されることになる37。

また、中等教育の 3分岐システムに関連させて述べるならば、アカデミック試験としての傾

向が強い GCE試験の対象外とされたモダン・スクールとテクニカル・スクールの生徒に、何

らかの資格を取得させるための措置が要求されるようになったのである。これに応ずる形で、

多くのモダン・スクールでは、当時の義務教育年限である 15歳を越えて、 16歳まで学校にと

どまる生徒のために GCE試験向けのコースを提供し始めたが、これは一部の要求を満たすこ

とができたに過ぎなかった。その結果、 GCE以外の資格試験を求める声はいっそう高まり、そ

れを受けて、この時期には、多数の職業専門団体 (professionalbody)の実施する多種多様な

資格試験が発展した38。しかし、多数の生徒たちが数種の試験のための準備学習に没頭するこ

とにより、モダン・スクールのカリキュラムが試験によって支配される状況が生み出された39。

以上のような背景から、当時の SSECは 1958年に R．ベロー (R.Beloe)を委員長とする諮

問委員会を設置し、その勧告 (1960年）に基づき 1965年に CSE試験を発足させたのである。

ベロー委員会によって、①受験年齢は 16歳とすること、②能力範囲上位 20％までは GCE-0

レベルを 4科目以上受験することが予想されるが、 CSE試験においてはその次の 20％が 4、5

科目受験し、さらにおよそ次の 20％の平均的能力をもつ者がより少ない科目で受験することが

想定されること、③科目別試験 (subjectexamination)にすべきこと、④GCE-0レベルより

低い水準での模倣になるのではなく、自らの個性を作り出すべきであり、科目において可能な

ところがあるならば実践的作業 (practicalwork)を提供すべきであること、⑤学校の教師が

試験の運営に関して主要な役割を果たさなければならないこと40、などが示された。

以上のように、 3分岐システムの中でグラマー・スクールの生徒を主な対象としたアカデミ

ック傾向の強い試験である GCE-0レベル試験に対して、モダン・スクールやテクニカル・ス

クールの生徒の要求に合った試験として CSE試験は溝入されたのだが、 1972年に義務教育修

了年限が 16歳に延長されて以降、「従来は何らの資格を取得することなく、離学していった生

徒たちにとっても、最低ー科目以上の CSE取得は、労働と社会への参加をめざすうえで、客

観的に不可欠のもの」 41となった。

しかし、 1965年以降コンプリヘンシブ・スクールが創設される中で、 2元的試験制度を確立

させ、生徒や教師に過重な負担と格差づけの問題を引き起こし42、こうした状況において統一

試験制度が要求されるようになる。この統一試験 (GCSE試験）導入の経緯については次章で

詳しく述べることとする。

(2) CSE試験の概要

本節では、『ベロー報告』における新試験制度案で述べた項目以外の CSEの概要についてみ

ていく。また、 CSEにおいて特徴的な試験方式であるモードmについては次節で述べる。
①試験科目、評価方法

CSEの試験科目には、実務研究、タイプライティング、速記など GCEに含まれていない実

際的な科目も存在する。

そのため、 CSE試験においては、筆記試験だけでなく口述試験や実技試験も行なわれる。ま
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た、科目によっては試験当日の成績だけでなく、中等学校第 5学年の間に受験者が作成した作

品やレポートなども含めて評価される。これらはコースワーク (coursework)と呼ばれる評価

方法である。

②成績判定

試験の成績については、グレード 1~5とungradedの6段階に分かれて評価され、グレー

ド1からグレード 4までが合格である。グレード 1はGCE-0レベルの合格に相当するとされ

ていた43。しかし、実際は「CSEのグレード 1でさえも GCE-0レベルのグレード Cよりも格

が下だというような受けとめ方をしてきた雇用者も多かった」 44。

③試験団体

CSE試験は、 13の地域ごとに設けられた地域試験団体 (RegionalExamining Board)によ

って実施される。 GCE試験団体のほとんどがその基盤を大学においているのに対して、 CSE

の試験団体は地域の中等学校、地方教育当局、産業界代表者で構成されており、このうち特に

中等学校教師の占める割合が非常に大きい。また、「中等学校は通常、自らの所属する地域の試

験委員会が実施する試験を採用する」 45。

④試験方式

各モードの特徴については表 1-1のとおりである。

CSE導入当初の 1966年には、全てのモードにおけるモード皿実施の割合は 8.9％にすぎな

いが、 1974年になると 21.0パーセントとなり倍増している46。また、 1974年の CSE試験団

体別のモードm受験者率をみてみると、 30％を越えている試験団体は 3つあり、とくに西部ヨ
ークシャー・リンズィー (WestYorkshire and Lindsey)地域試験団体では 69％にまでのぼっ

ている47。

このように、 CSE試験においてモード皿が普及していった理由は、 CSE試験団体が地域性

の強いものであり、学校との地理的距離が近く、そのため中等学校の教師と試験団体とのコミ

ュニケーションを密にすることができたからであった48。

3. (}.CSE試験制度

(1) GCSE試験制度の成立過程

GCSE導入以前の 16歳試験として、以上に述べてきたGCE-0レベルと CSEが存在したが、

それまで 3分岐であった中等教育システムが総合制化されていくにしたがって、この 2つの試

験制度にも統一化の動きがみられるようになる。

イレブン・プラス試験の成績によってグラマー・スクール、モダン・スクール、テクニカ

ル・スクールに選別される能力主義的な 3分岐型中等学校制度は、「完全な中等教育をすべて

の者に」をスローガンとし、 11歳時の選別を廃止して地域の子ども達を共通の中等学校で教育

することを求める総合制中等教育運動へと発展していった49。そして、 11歳試験の廃止と総合

制中等学校の増設を早くから主張していた「労働党政府による総合制再編の国家的政策は、『通

達 10/65』の発布というかたちで開始された」 50。さらに、 1976年教育法によって、「通達 10/65
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以来推進されてきた中等学校の総合制学校への再編成がほぼ完了した」のである51。

このように総合制中等学校が普及していくと同時に、元来能力範囲 20％の者を対象とした

GCE-0レベルと、それより下の 40％を対象とした CSEが、今度は同じ中等学校において存在

するという 2元性をもつことになった。このような状況の中で、 GCE-0レベルと CSEを統一

しようとする動きが形成されていくのである。すなわち、「グラマー・スクールとモダン・スク

ールから成る能力主義的な中等学校制度を基盤として成立した 2本立ての 16歳試験制度を放

置し、個別に修了的意味を与えるものとして機能させておくことは、総合制中等教育を実現し

ていくにあたって栓桔と」なったのである52。

このような総合制中等教育の実現という観点からみた、 2元的試験制度の具体的な問題点と

して、山村 (1986) は総合制中等学校内における選別の問題をあげている53。GCE-0レベル

とCSEは対象とする能力範囲を異にするため、「13歳あるいは 14歳で、 GCE-0レベルを受

験するためのコース、 CSEを受験するためのコース、そして、どちらの試験も目的としないコ

ース (non-examinationcourse)へと能力によって選別される状況が広くみられ」た54。その

上、 GCE-0レベルと CSEはそれぞれ独立してシラバスが設定されていたので、学校は別々に

教育課程を編成せざるを得なく、生徒の各コース間の移動を困難にしていた55。これにより、

上位 (GCE-0レベル受験）のコースの生徒が能力的に劣る科目で試験を受けたり、逆に低他

(CSE)のコースの生徒が能力的に優れている科目で試験受ける機会が奪われたりすることに

もなるのである56。したがって、「総合制中等教育の理念である能力による選別を否定するとい

う観点から、このような選別体制を解消していくことが必要」 57とされたのである。

また、 2元的試験制度が生徒の学習に与える影響として、 GCE-0レベル合格のボーダー・ラ

イン上にいる生徒への過重負担があげられる。 CSEのグレード 1は、 0 レベルのグレード C

以上と同等のものとされているが、父母や屈用者の中には GCE-0レベルのほうが CSEよりも

優位であると考える者も多く、それが 0レベルの受験機会を増やそうとする圧力となり、結果

的に生徒に過璽な負担を強いることになるのである 58。つまり、「世間的には GCEの方が威信

が高いため、ボーダー・ライン上の生徒は、両方の試験を受けることになる」のである59。

こうした状況の中、スクールズ・カウンシルは 1970年 7月に 16歳試験は統一試験であるべ

きだとする案を採択した。その結果、各代表からなる合同補助委員会 (JointExaminations 

Sub-Committee)など、 16歳試験の統合に関する検討委員会が設置された。 1971年から 1975

年にかけて各委員会は検討結果の報告を公表し、そして 1976年に試験の統合について教育科

学省に提案するに至った。そこでは、①対象は GCE普通レベルと CSEが対象としていた能力

範囲 (16歳年齢層の上位から 60%）の生徒を対象とすべきである。また、年齢制限は設けな

い②試験実施方式については従来の 3つのモードを存続させる、③制度発足後しばらくの間、

評価は単一の尺度による 7段階とし、上位 3段階は GCEのA~Cグレードに、残りの 4段階

はCSEの2~5グレードに対応させる。その下にグレード表記なしという段階をも設ける、④

試験の管理・運営機関に対して教師統制を認め、試験団体には地域性をもたせる。ただし中等

学校はどの試験団体でも選択することができるものとする、⑤全国的調整の役割はスクール

ズ・カウンシルが行うものとする、⑥科目別の試験とする60ことなどが提案された。
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このような提案の実現可能性を検討するために教育科学省内に設けられたのがウォッデル委

員会である。同委員会は 1977年 3月より、教育上、経済上の諸間題を検討する 2つの小委員

会を設けて検討に入り、 1978年 6月にその結果を『学校試験 (SchoolExaminations)』（以下、

『ウォッデル報告』とする）と題する報告書にまとめて発表した。『ウォッデル報告』では、試

験団体の管理・運営機関について、単一の利害集団による統制は統一試験制度への社会的信頼

を得ることができないとして、スクールズ・カウンシル提案の教師統制が否定されている点で

以前の提案と異なる61。また、『ウォッデル報告』では、その後 GCSE試験制度に採用される

ことになる難易度別評価の導入を提案した点で注目される。

教育科学省はその後、 1978年 10月 23日に白書『中等学校試験ー16歳時の統一システム

(Secondary School Examinations: A Single System at 16+）』を公表し、新しい試験の名前

をGCSE試験とした。ここでの提案は、『ウォッデル報告』と基本的に同様のものであった62。

その後、保守党政府によって GCSE試験の溝入が決定されるが63、以上の試験制度改革案を

含めて、 GCSE試験導入決定までの過程において、「労働党政府、保守党政府はともに、 16歳

試験制度統合化を承認する第一の条件は、既存の水準、特に GCE-0レベルの水準を低下させ

ないことにあるとしてきた」 64。このように、 16歳時の統一試験に関しては、旧 GCE・Oレベ

ル試験における大学入学資格としての水準を GCSE試験においてどのように実現するかに焦

点があてられていた。

(2) GCSE試験の概要

①試験対象、成績判定、シラバス

すべての 16歳年齢層を対象とした科目別試験である。

試験結果は各科目ごとに合格者がA~Gの7段階で評定される。上位 3グレードは旧 GCE-0

レベルの A、B、Cに相当するとされ、 GCE試験委員会がその水準に関して責任を負う。それ

に対して、グレード Dから Gの水準は旧 CSEの2、3、4、5に相当するとされ、 CSE試験委

員会がその水準に責任を負う。また、優秀者向けの DistinctionCertificateとMeritCertificate 

を設ける65。

②難易度別評価

GCSEでは難易度別評価 (differentiatedassessment)を採用している。この難易度別評価

とは、「一つの教科の試験問題を受験者すべてが解答する共通部分と、難・易どちらかの試験間

題を選択する難易度の異なる選択部分より構成するような」評価方式66のことであり、その目

的は「幅広い能力範囲にまたがる生徒を対象として、各生徒の能力を測る」 67こと、また「よ

くできる者にもあまりできない者にも動機づけを促すことにあるといわれている」 68。

③試験団体、中等試験審艤会

試験は GCE試験委員会と CSE試験委員会から構成される 5つの団体（イングランドに 4団

体、ウェールズに 1団体）により管理・運営され、試験団体は、評価やシラバスに含むべき内

容の基準などに関する「全国基準」の範囲内で、それぞれの試験のシラバスを作成し、問題の

作成、試験の実施、採点、資格の付与を行う。
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全国的な調整やシラバスの承認などについては、中等試験審議会 (SecondaryExaminations 

Council、以下 SECとする）が行う。

④試験方式

試験のモード（試験方式）については、 GCE・Oレベルと CSEのところで説明したとおりで

ある。

⑤コースワーク評価

祈しく蒋入された GCSE試験では、旧 CSE試験における評価方法であったコースワーク評

価が採用された。コースワーク評価は、学年末に行われる筆記試験ではなく、それ以前の第 4

第 5学年における生徒の学習活動を評価しようとするものである。コースワークの配点はシラ

バスによって異なるが、通常全体の 20％から 40％程度課される69。この点数が、筆記試験の成

績と合わせて評価され、最終的な成績評価が行われるのである。

おわりに

以上にみてきた 16歳試験制度改革において主な争点となったのは、①試験の役割（大学入

学などのための選抜試験なのか、一般教育の修了を意味するものなのか）、②試験が評価対象と

する能力であった。

①に関しては、スクール・サーティフィケートにおいてそうであったように、その後の GCE-0

レベル試験においても大学入学資格としての役割が付され、そのため競争試験化した。そして

その後導入された CSE試験は、評価の平等が主張されたが実質的には GCE-0レベル試験に比

べて価値の低いものとして位置づけられていた。②に関しては、戦後の 3分岐システムにおけ

るグラマー・スクールにおいてはアカデミックな学習が重視され、筆記試験を主体とする

GCE-0レベル試験が実施され、またモダン・スクールにおいては実際的学習が重視され、コ

ースワーク評価を重視する CSE試験が実施された。

このような背景から、新しく尊人された GCSE試験制度は、①に関して、導入に際して水準

の維持が重視されたことから、選抜試験としての様相を強く担うものとして捉えることができ

る。しかし、②に関して、 16歳試験制度において新しい側面が見受けられる。すなわち、 GCSE

試験制度は選抜試験としての従来のスクール・サーティフィケート試験や GCE-0レベル試験

と同様のアカデミックな要素をもっているのだが、それとともにコースワーク評価が重視され

たことにより、実隙的能力が重視されたことである。これにより、 GCE-0レベル試験と CSE

試験の実質的な統合が目指されたと考えられる。

しかし、 GCSE試験におけるコースワーク評価は 90年代に人り、その比重を制限されるこ

ととなる。このような 90年代以降の 16歳試験制度改革ついては、機会を改めて論述する。
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A Study about the Formation of GCSE Examination in England and Wales 

Naohiro IIDA 

In 1986, with the introduction of GCSE, GCE-0 Level and CSE were unified. 

GCE-0 level was introduced in 1951 and targeted at grammar school students in tripartite 

system of secondary school, while CSE was created for modern school students in 1964. 

After 1965, in which Labor Government started comprehensive schools in place of grammar, 

technical and modern schools, with the development of comprehensive schools, those 

examinations were to coexist in them. This means that in one comprehensive school there 

were many courses which were created for GCE-0 level and CSE. As a result of this 

situation, Schools Council decided to unify these two coexisting examinations. 

This paper demonstrates the political, social and institutional background of the 

introduction of GCSE and institutional changes of 16-plus examinations in terms of 

targeted ability-range of students, subject, assessment, examination body, etc. As a result, 

this paper found out that there have been two kinds of main issues in the reform of 

secondary school examinations. Firstly, it is related to examination roles as certificate of 

university entrance or general education. Secondly, it is related to knowledge and skills 

which examinations assess. 

In relation to the former characteristic, as School Certificate, GCE-0 level was highly 

estimated as certificate for university entrance, but CSE was'the second best'despite of 

parity of esteem. And in relation to the latter, in tripartite system of secondary education, 

grammar schools provided academic learning and applied GCE-0 level which utilize 

written test as its assessment, while modern schools did practical learning and CSE which 

placed emphasis on coursework assessment. 

Given these two characteristics of 16-plus examinations reform, newly introduced 

GCSE could be understood as selective examination because of the government emphasis of 

maintaining traditional academic level of 16-plus examinations. In addition to this, GCSE 

is'new'type of examination in terms of adopting coursework assessment and unifying 

academic and practical learning. In other words, although GCSE has some academic 

aspects as well as School Certificate and GCE-0 level, it also emphasized practical learning, 

continuous assessment and teacher control, which were characteristics of CSE with its 

coursework assessment. 
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